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Fig.1. Chemical structure of OUA11 oligomer. 

 

Fig.2 XRD profiles of OUA11 deposited films. 

 

Fig.3 Relative dielectric loss factor of deposited 

OUA11 films at Ts=25oC with (a) in-plane comb 

and (b) sandwich structured electrodes, and at 

(c) Ts =-245oC with sandwich structured 

electrodes. 
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【緒言】高い熱安定性・耐溶媒性に加え、分子間水素結合および尿素基由来の大きな電気双極子

モーメント（4.9D）を持つポリ尿素は、その分子配向制御により優れた電気特性が期待される。

しかし、高分子由来の構造制御の難しさから高結晶、高配向性な薄膜作製は難しい。本研究では

尿素モノマー11量体のオリゴマー（OUA11，Fig.1）を用いて、真空蒸着時の基板温度（Ts）によ

る OUA11薄膜内の分子配向性と分子間水素結合変化について、凝集構造および電気特性評価を通

して議論する。 

【実験】OUA11 蒸着膜を、真空度 3×10-3 Pa、基板

温度 Ts = -245～75 oCの条件下にて作製した。蒸着

膜内の凝集構造は XRD、FT-IR、AFM測定にて総合

的に評価した。電気特性評価として、面内櫛形電極

およびサンドイッチ電極にてインピーダンス測定

を行った。また、蒸着膜内の分子間水素結合に関し

て、FT-IR スペクトル、量子化学計算、電気特性評

価により検討した。 

【結果と考察】OUA11真空蒸着膜の XRD測定結果

を Fig.2に示す。その結果、Ts = 0～25oCで作製した

薄膜は 2θ = 9.9, 20.0, 30.2oの位置に長周期構造由来

の回折ピークが確認され、高い結晶性と秩序性を有

することがわかった。また、Ts = 50～75oCではこの

ピークが消失し、膜内構造が無秩序化していた。

Fig.3にOUA11薄膜のインピーダンス測定の結果を

示す。Fig.3(a)および(b)は、それぞれ面内櫛形電極

およびサンドイッチ電極にて Ts = 25oC で作製した

垂直配向膜を測定した結果である。その中で、電極

と C=Oおよび N-H基に起因する分極方向が一致す

る、Fig. 1(a)において誘電緩和ピークが検出された。

また、サンドイッチ電極にて Ts = -245oCで作製した

蒸着膜においても誘電緩和ピークが検出された。検

出されたピークの変化に対する Eyring プロットに

より各蒸着膜の活性化エネルギー、活性化エントロ

ピーを算出した。Ts = 25oCおよび-245oCで作製した

蒸着膜においてそれら値を比較したところ、分子間

水素結合に由来する変化が確認された。以上の結果

より、Ts = 0～25oCで作製した OUA11薄膜は高い分

子配向と構造秩序性を有することがわかった。 
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